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な
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る
所
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國
農
業
の
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に
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ら
し
農
業
の
進
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に
小
昝
の
驹
益
を
生
岁
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作
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の
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す
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交
通
機
關
の
發
達
は
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中
的
效
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散
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を
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ら
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夙
に
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說
と
し
認
む
る
所
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れ
ど
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來
歌
米
各
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舱
に
我
國
に
於
け
る
實
際
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情
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ば
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機
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の
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中
的
傾
向
•.の
み
を
示
し
て
他
の

一

面
な
る
放 

散
的
效
果
は
之
を
實
現
す
る
こ
と
尙

0

極
め
七
稀
な
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な
る
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效
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し
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中
す
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濟
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濟
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滔
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狀
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な
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の
供
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層

困
難
な
る
？
の
あ
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從
て
供
給
不
足
に
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因
す
る
住
居
費
の
騰
貴
は
免
る
可
ら
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る
所
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る
可
く
、叉
縱
令
ひ
供
給
の
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加
は
需
要
の
急
に
應
匕
得
杧

6

と
す
る
名
、斯
る
事
情
の
爲
め
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建
築
費
用
於
漸
次
增
加
す
る
に
於
て
は
之
に
應
匕
て
叉
家
賃
の
騰
貴
を
見
る
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可
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可
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の
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代
は
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の
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を
爲
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名
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な
る
が
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に
家
賃
は
叉
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代
の
高
低
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何
に
ょ

6

て
變
動
せ

^

る
を
得
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る
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あ

A

y

o
然 

る
に
、元
來
、都
市
の
宅
地
は
普
通
の
耕
地
に
比
較
す
れ
ば
殆
ど
完
全
な
る
程
度
ま
で
所
謂
獨
占 

的
性
質
を
具
備
せ
る
$
の
な
る
を
以
て
其
の
供
給
の
增
加
は
殆
ど
不
可
能
な
ろ
。
從
て
都
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に
於
け
る
宅
地
の
地
代
に
在

6

て
は
今
や
殆
ど
其
地
位
の
如
#
を
唯
一
の
漂
準
と
し
て
定
め 

ら
る
、
有
欉
な

6
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都
市
交
通
機
闘
の
發
達
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を
緩
和
す
る
名
の
あ
る
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し
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名
其
綏
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的
効
力
に
は
自
ら
定
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6
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定
の
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度
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す
る
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の
あ
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せ
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つ
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建
築
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に
供
せ
ら
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可
き
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地
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積
は
大
に
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縮
せ
ら
る
、
の
實
あ 

A

V

O
是
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の
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因
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し
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の
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地
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殊
に
著
し
ぐ
獨
占
的
性
質
を
有
す
る
め
.結
果
と
し
て
最
近
屢
々
土 

私
役
.機
の
目

^

物

と

な

，シ
、啻

に

前

述

の

如

く

自

然

の

事

情

ょ

6

し
て
騰
賫
の
傾
句
を
示
す
の 

み
な
ら
岁
又
斯
る
人
爲
的
原
因

.

.の
爲
め
に
異
常
な
る
昂
騰
を
見
る
に
至
れ

6

。

,
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、

斯
の
如
く
盛
な
る
人
口
の
都
市
集
中
の
趨
勢
は
住

®

建
築
費
用
の
騰
貴
並
に

地

代

の

昂
騰 

A

相
俟
っ
て
社
會
の
大
多
數
を
占
む
る

下
：.

層
社
會
殊
に
勞
働
者
•の
住
届
費
を

®

加
せ
し
め
て 

其
生
.計

1C
.多
大
の
壓
迫
を
加
ふ
る
に
.至

6

る
の
實
ぁ

6

。

然
る
に
彼
等
勞
働
者
の

.所
得
は 

.
果

し

て

如

何

。

：

#

近

勞

働

者
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所

，
得

卽

ち

勞

銀

於

漸

次

，騰

貴

す

る
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向

ぁ

る

は

何

人

名

首
 

.

.
j
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^

Fな
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3
然

s
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j

此
勞
銀
の
騰
貴

^

る
や
貨
幣
に
依

6

て
計
算
せ
ら
れ
^
る
場 

合
に
於
，て
は
蒙
し
明
白
な
る
可
き
$
、之
を
勞
働
者
於
實
際
に
享
受
す
る
拿
樂
卽
ち
所
爾
實
際 

.
勞
銀
に
換
算
す
.る
滕
は
勞
働
者
の
所
得
は
.所
爾
貨
幣
勞
銀
の
騰
貴
と

同

一
の
此
例
を
以
て
替

. 

..
加
せ

6

と
は
斷
言
す
る
を
得
岁
。
文
明
に
伴
ふ
生
活
程

.度
の

®

進
徼
望
の
發
達
と
.諸
物
價
殊 

に
勞
働
者
の
家
計
に
於
て
其
支
出
の
二
割
乃
至
三
割
を
占
む
，る
住
届
#
の
增
進
と
を
併
せ
考 

ミ
る
®

は

'^
修

者

の

生
ft

は

益

々

因

難

を

加へ
fc
6
. 

i
云

ふ
を
憚

ら

？

る

な
6

。

卽

ち

沂

る

技

佳
居
費
の
昴
騰
に
基
づ
く
生
活
難
の
結

*

と
し
.
て
下
曆
社
會
魏
に
勞
働
者
は
倭
少
な
る
家
屋 

に
密
集
雜
届
す
る
の
風
習
を
生
匕
社
會
上
、衛
生
上
看
過
す
可
ら
次
る
幾
多
の
弊
害
を
惹
起
す 

に
至
れ
ろ
。

.

今
試
に
其
ニ
三
を
擧
げ
ん
か
。
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卜
家
.族
制
度
の
崩
壞
、
住
居
費
騰
貴
の
結
果
と
む

<

最
^P

®

•箸
な
る
名
の
は
父
砠
傳
來
の 

象
族

.
の
.中

>
3

住
届
と
し
て
自
家
所
有
の
單
獨
的
家
屋
に
住
届
す
る
の
臌
殆
ど
全
く
其
跡
を
斷 

.ち

y

賃
貸
借
に
依
る
住
居
、換
言
す
れ
ば
大
な
る
建
築
の
一
部
を
賃
借
し
て
他
の
多
數
の
賃
借 

人
：と
雜
届
す
る
の
風
增
加
す
.
可
し
。
現
に
一
九
〇
〇
年
人
口
五
萬
以
上
の
獨
逸
の
都
市
二
十 

■•
£

.

に
就

■
て
爲
し

^

る
觀
察
に
據
れ
ば
總

fl

*
百
九
十
五
萬
戸
中
百
七
十
四
萬
戸
は
實
に
賃
借
に 

依
る
住
届
に
し
て
、其

.他
の
各
都
市
に
於
て
？
自
家
住
届
は
住
届
總
數
の
約

一

割
乃
至
‘

一

割
五 

分
に
過
ガ
次
ぅ
し
と
云
ふ
。
自
宅
住
居
は
衛
生
上
必
ず
し
名
良
好
な
る
住
届
な

6

と
云
ふ

_

 

は
步
と
雖
？
、斯
る
自
家
所
有
の
住
居

.と
該
所
有
家
族

_と
の
間
に
は
常
に
一
種
の
鄕
土
的
觀
念
、
 

情
緖
的
關
係
の
存
す
る

3

の
ぁ

6

て
.
社
會
道
德
上
敎
.育
上
將
杧
叉
家
族
的
制
度
並
に
觀
念

0
 

維
持
養
成
上
頗
る

.
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
'す
名
の
あ
る
次
第
な
れ
ば
自
.宅
由
齊
か
減
少
は
此 

'•
0

目
的
に
向
つ
て
多
大
の
障
礙
と
爲
ろ
，、延
い
て
は
我
舣
國
社
會
組
織
の
根
本
杧
る
家
族
制
度
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設
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享
樂
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充
分
な
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分
の
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分
な
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家
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る
に
至
，る

0

虞
ぁ
る
可
し
。

な
る
住
届
の
增
加
、
貸
借

.
家
屋
の
多
數
は
設
備
概
ね
不
完
全
を
極
め
賃
借

大
に
妨
げ
ら
れ

^

る
を
得
岁
。

著
.し
狡
猾
な
る
賃
貨
家
犀
の
所
有
考
は
，容

寬
保
護
を
其
家
屋
に
加
へ
少
、賃
偕
入
名
亦
鄕
土
.的

觀

念

の

缺

乏

1£
に
所
得

ら
進
ん
で
相
當
の
施
設
を
爲
す
财
如
き
.

こ
と
な
く
兩
々
相
俟
つ
て
、設
蒲

7

々
增
加
し
、多
數
人
士
の
充
分
な
る
欲
望
滿
足
を
妨
ぐ
る
の
結
果
を

.
生
b

、經 

濟
上
衛
生
上
寒
心
す
可
き
狀
況
を

.
呈
す
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に
至
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な

/
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過

.
多
f

之
に
伴

S

生
上

2
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風
S

Q

弊
害
、
元
來
人

S

I
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生
上
必
警

H

S

屢

I

す
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v

着
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J

す
I

I

肇

の.流
通
不
充
分
と
ま
の
結
果

f

な

I

生
上
§

害

U

に
f

名
の
な

6

0

,
..
續
 

る
に
住

I

の
騰
貴
甚
だ
し

•
き
に
於
て
は
斯
か
る
周
到
な
る
衛
生
上
の
注
意
考
慮

i

f

.

.

. 

暇
な
く
管
狭
？

る
住
居

s

l

f

る
£

1

に
衛
生
上
に
於
て
恐
る
可

i

害 

誘
發
j

る
の
み
な
ら

^

多
數
の
家
‘
族
の
外

.
に
更
に
下
宿
人
等
を
置
き
て
雜
然
；起
.居
を
共
に 

1

る
の
結

果
、道

德

上
.よ
6

觀
'
る
多
其
弊
害
亦
等
閑
興
す
.可

ら
f

名

の

あ

る
f

 

0

_

某
他
住
居

®

膿
貴
の
結
果
或
は
.地
下
室
に
.住
居
し
、威
は
屋
根
裏
に
起
居
す
る
者
を
生

b

、
 

VI

氣
の
.
過
多
、光
線
の
不
充
分
、排
水
不
突
金
虑
水
不
足
等
の
爲

U

幾
多
の
生
命
財
產
の
安
全
並 

に
衛
生
の
爲
に
不

&

な
る
狀
態

5:

示
'す
こ
.と
多
き
の
み
な
ら
ず
、滕

r-
或
は
寒
屋
の
賃
貸
人
よ 

A

V
家
a

を
，賃

1

し
m

に
之
を
小
分
し
て
數
多

の

'ft
ft
A

に
賃
«

を
爲
し
以
て
其
間
に
承

.

^

を 

得
ん
と
す
る
二
種
の
賃
借
請
負
人
を
生
ヒ
家
屋
の
賃
.貨
人
と
賃
借
人
と
の
間
に
種
々
の
憂
ふ 

.
可
き
關
係
举
議
を
惹
起
し
、賃
借
人
.を
し
て
ー
厝
不
良
な
る
地
位
に
陷
ら
し
む
る
こ
と
あ

.
る
ベ

.

要
す
る
：に
住
：届
費
用
は
勞
働
者
の
家
計
上
食
物
に
對
す
る
費
用
に
次
ぐ
重
大
な
る

#

目
に 

.
,し
て
、其
.騰
貴
は
斯
の
如
く
社
龠
上
忽

.に
す
可
ら

.3'
'

る
'各
種
の
弊
害
を
生
岁
る

^

^
の
あ

6

。
故 

に
世
問
に
此
支
出
を
減
タ
せ
し
む
る

6
、

或
は
支
出

'額
は
同

一

と
す
る
名
其
實
際
上
に
於
け
.る
 

.
'物
質
的
享
樂

0

效
果
を
一
層
充
办
な
ら
し

.
む
る
方
策
あ

6

と
せ
ば
、其
實
.現
に
努
む
る
は
盖
し 

經
濟
.
上
、社
*

上
至
：當
の
措
置
な
る
可
し
。

.
三

が

ノ
當
今
に
於
け
る
都
市
の
住
居
に
附
隨
せ
る
如

±
.

の
弊
害
の
依
つ
て
生
す

.る

原

因

を

詳

細

.に
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す
れ
ば
大
.約

四

種

の

別

あ

ん

卽

ち

(一

斯

る

不

衛

生

的

な

る

建

築

物

の

存

在

せ
る
は
^
，

來
®

市

當

於

5

?

る
■

計
f

葉

し

重

.

S
墨

氣

5

光
線
の
流

'

の
便
否
、建

S

S

低

f

定
$

s

s

性

f

 
2

し

y

大
住
居
、小

S

、何

L
を
獎 

勵
す
る
や
、叉
其
衛
生
的
保
安
的
設
備
の
最
低
必
要

限
度
如
何
等
一

定
の
政
策
方
針
を

定
怂
次 

6
し
に
聰
由
す
る
％
の
あ
ん
叉
三

)

或
種
，の
弊
害
は
例
令
ば
住
居
人
過
多
、下
宿
人
の
.收
_
作

な
る
賃
贷
法

.
Q

規
定
の
爲
め
§

借
人
を
不
當
.不
法

S

遇
し
、叉

■

迫

す

る

の

結
果
、或
ま
 

建
S

業
S

達
を
妨
害
し
、或

S

®

人
S

借
人
の
膏
血
.墓
取
す
る
に
依
ろ
て
生
？

名
の
あ
ん
然
れ
ど
至
四

)

住
届
に
關
す
る
弊
害
の
原
因
中
最
名
重
要
に

し
て
痛
切
な
る
名
の 

は
住
居
費
の
高
價
な
る
こ
と
是
な

6
。

是
等
各

S

原
.1

2

す
る

U

努
む
る
£

孟

ば

I

.

問
？

到

底

滿

足
な
る

解
決 

を

見

る

こ

と

能

ま

る

可

し

。

f

ば
其
方
策
は
如
何
。

第
一
の
原
因
を
除
く
爲
め
に
は
適 

當
な
る
謂
市

S

計
畫
を

¥

、
、街

路

Q

I

及

s

 

S

相

S

關
f

定

鐘

通

、衞
生
. 

並

£

1

の
'見
地
ょ

▲
.

築
敷
地
と
空
爆
と
、の
關
係
の

一
般

的

原

則

を

確

定

す

る

マ

.
^
£

、

戈3

て
、叉
、
建
築
絛
例
を
定
め
て
如
上
の
規
定
を
基
磔
と
し
都
市
の
各
區
に
對
し
て
建
築
計
畫
の
所 

定
原
則
を
適
用
履
行
せ
し
む
る
に

.
必
要
な
る
事
項
並
に
各
個
建
築
物
に
對
す
る
詳
細
.な
る
規 

定>

 

定
む
る
を
必
要
と
す
可
く
、第
二
の
原

.因
に
對
し
て
は
主
と
彳

〕

て
衞
生
上
の

.
見
地
よ

6

住 

届
法
を
制
定
し
、叉
此
住
居
法
を
し
て
實
績
を
擧
げ
し
め
ん
於
爲
め
に

j

定
の
住
磨
監
督
機
關 

を
設
置
し
、以
て

一

方
に
於
て
國
民
の
健
康
を
害
す
る
、

&

如
き
不
衛
生
的
な
る
住
届
の
賃
貸
借 

，を
妨
壓
す
る
と
同
塒
に
他
方
に
於
て
住
届
を
劣
惡
不
衛
生
的
な
ら
し
む
る
於
如
き
利
用
方
法 

例
令
ば
過
多
な
る
住
居
人
の
雜

居
、
下
宿
人
の
收
容
等
の
如
き
主
と
し
て
«
借
人
の
住
居
利
用 

方
法
に
對
し
て
一
定
の
千
涉
を

' 

加
ふ
る
の
要
あ
る
可
く
、叉
第
三
の
原
因
に
對
し
モ
は
賃
借
法 

の
規
定
を
公
平
に
し
て
相
互
の
權
利

.義
務
の
關
係
を
明
確
に
規
定
す
れ
ば
足
れ

6

。
然
れ
ど 

名
以
上
の
諸
方
策

^

か
や
何
れ

$

勞
勸
者
の
生
計
と
云
ふ
見
地
よ

•
り
し
て
畫
策
せ
ら
れ
^
る 

3

の
に
非

^

し
て
公
衆
衛
生
、風
紀
道
德
等
の
理
由
に

出
で

^
る

名
の
な
る

が
故
に
^

全
に
滿 

足
な
る
程
度
ま
で
之
を
勵

行
す
る
に
於
て
は
勢
ひ
住
届
の
生
産
費
を
高
む

2

*>
若
し
く
は
其 

供
給
の
減
少
を
促
し
て
、

結

局

間
接
に

住
居
費
の
.騰
貴
を
誘

.
起
す
る
に
至
る
己
と
明
白
な

6

。
 

元
來
斯
種
の
施
設
は
主
と
し
て
往
届
費
の
騰
貴
に
原
因
す
る
佐
居
問
題
解
決
の
爲
'め
に
畫
策 

住，
居

間

M

六
1

七，
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な
る

S

る
に
斯

<

2

く
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つ
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昂
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過
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行
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到
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之
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響
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措

f

し
S

る
U

ァ

3
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狻
言
す
れ
ぱ
他
に
有
效
な
る
相
當
の
施
設
に
依
ろ
て

I

の
供
給
を
裕
に
し
着
供
給
に
衣 

▲

 
J

 

Z

低
減

I

.

し

y

建

S

例
、住

I

s

規
定
ょ

|

岁
る
住

i

用
S

加
を 

W

す

乏

の

S

以
上
、住

I

騰
貴

s

f

隨
伴
す

J

I

の

規

定

は

i

勞
銀
の 

許
？
す
る
程
度
以
上
に
住
居

S

の
f

擧
げ
得
る

m

l

。
是
に
於

i

 

と
し
て
上

I

四
の
原
因
£

す
る

u

f

 

I

廉

宣
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の
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し

む

る
1
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i
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四V

晶

述

し

く

現

今

S

け
H

S

S

A

ロ
の
都
市

f

★

ひ
'
^
原
因
す
る
住
届
の
需
要
供
給
の
不
適
合
と
建
築
費
の
糟
加
並
に
宅
地
の
獨
占 

g e
u

”

依
 

t

 

の 

H

5

£

f

 方
f

 

f

 

I

地
.
£

す 

届
の
供
給
に
關
す
る
.政
策
と
に
分
割
せ
次
る
可
か
ら
岁
。
 

#

26

宅
地
に
關
す
る
政
策

i

し
て
當
路
者
の
採
る
可
き
名

.
の
.

«

宅
地
の
供
紿
增
加
を
針
る
こ
と 

並
に
土
地
の

.
投
機
的
寶
賈
を
妨
止
す
る
こ
と
是
な

6

。
卽
ち
都
市
の
當
路
者
は
自
ら
建
築
用 

地
と
し
て
供
給
す

pi

き
土
地
を
所
有
し
、必
要
に
應

b

て
之
を
寶
却
叉
は
賃
贷
し
、叉
新
敷
地
を 

赚
入
す
る
に
努
む
る
と
同
滕
に
、適
當
の

蹄
期
に
於
て
早
く

建

築

計
畫
を
確
立
し
、交
通
機
關
の 

發

達

普
及
を
計

6

、其
他
行
政
上
必
要
な
る

種

々

な
る
基
本
的

H

事
の
兜
成
を
計
る
等

谷

種
の 

•
特
別
施
設
を
行
ふ
可
く
、叉

I

方
に
於
て
土
地
の
投
機
的
寶
買
を
沮
止
し
て
宅
地
の
地
代
财
人 

爲
的
に
騰
貴
す
る
を
妨
げ
ん
於
爲
め
に
最
近
歐
米
各
國
に
於

v

屢
々
行
は
る
、
土
地
增
加
桃 

の
賦
課
徵
集
を
計
る
の
必
要
ぁ
る
可
し
。

.

住
家
供
給
に
關
す
る
政
策
と
し
て
は
建
築
事
業
の
獎
»
鼓
吹
に
努
め
て
住
届
供
输
の
增
加 

を
計
る
の

一事
に
外
な
ら
ず
。
元
來
低
廉
な
る
住
届
供
給
の
爲
め
に
建
築
事
業
を
經
營
す
る 

主
體
は
私
人
企
業
家
、國
家
市
町
村
等
の
公
團
體

M

主
及
び
公
益
的
團
體
等
種
々
ぁ
ろ
、從
つ
て 

其
供
給
方

.
法
舱
に
效
果
名
亦
各
々
相
異
な
る

^
=
>の
ぁ
$
。

私
人
資
本
家

ft

當
今
最

3

主
と
し

v

建
築
事
業
の
經
營
に
從
事
し
、殊
に
大
都
市
の
建
築
事 

.
業
に
在

6

て
は
多
く
は
所
有
者
自
ら
自
家
の
住
居
と
し
て
建
築
す
る
に
非
ず
し
て
所
爾
雖
築 

住

炻
，

間

0 

六一九



邠

住

炻

問

题

.

J
、

“
j
J

づ
I

 

し
I

I

 
屋 
I

f

f

 

I

種 
I

f

 

,

n

h

u

^

s

r

i

法
f

 
I

f

 
i

丨

S

I

に 

H

n

u

て…

i

l

而
し

5

の
1

人
の
建
築
事
業 

八
..

一
 

」

方
て

©

I

f

所
有
す
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る
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?

見
る
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J

資
本

2

S

如
i

築
事
業

H

I

元
來
之
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す
つ
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普

L

e

裳

H

I
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外
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騰
貴
篇
づ
く
投
機
的
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を
得
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と
。す
る

l

s

®
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&

芝

i

編

f

大
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S

S

S

加
を
來
？
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實
ぁ 

含

る

信

用

機
關
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f
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の
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負
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輕

I

笑

£

繁
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含

f
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し
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f

ら
し
ひ
る

名
の
ぁ
る
可
？

以

v

f
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1

に
5

、
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2

要
供
給
の
投
合
上
£

け
る
特
殊
の

厠
1

町
i

L

H

彰

r

l

住
f

所
有
し
且
つ
之
を
管
理
經
營
す 

は
住
届
間
題
の
解
決
上
頗
る
有

.
f

る
手
段
方
？

 

X
. 

I

I

。
.蓋

し

、斯

る

團

體

に

在

6

て
は
雛
令
ひ
住
届
に
對
す
る
需
要
が
急
激
に
增
加
す
る
？
其
賃
貸
料
は
決
し
<.引
上
げ
ら 

る
、
、が如
き
こ
と
無
か
る
可
く
、或
は
多
少

引

上
げ

'ら

る
、
と
す
る
名
穩
和
漸
進
的
に
行
は
る 

る
に
過
ぎ
次
^
の

み
な
ら

少
、斯
る
住
届
の
常
と
し
て
修
繕
設
備
等
の
狀
態
常
に
芘
好
な
る
可 

•

く

管
理
經
營
亦
一
般
に
其
實
效
を
擧
ぐ
る
に
足
る
可
き
を
以
て
、雛
令
ひ
住
居
建
難
の
費
用
に 

於
て
は
私
人
資
丰
家
に
比
し
て
節
約
し
得
る
所
な
く
從
つ
て
賃
貸
料

I

亦
甚
だ
し
く
低
廉
な 

る
を
得
す
と
す
る
名
、住
届
に
對
す
る
欲
邋
の
滿
足
は
充
分
に
達
し
得
ら
る
可
き
な

6

0

國
家
は
叉
其
使
用
官
吏
の
爲
め
に
官
舍
を
設
け
て
自
ら
住
居
の
供

.
給
を
爲
す
こ
と
あ
る
名
、
 

此
事

tc

る
や
住
居
選
擇
並
び
に
消

#

の
自
由
を
奪
ふ
の
嫌
あ
る
が
故
に
一
般
的
に
實
行
し

#
 

可
き
施
設
と
は
云
ひ
難
か
る
可
く
、

*#

々
其
賃
借
を
希
望
す
る

$

の
r

限
6

て
自
由
に
之
を
賃 

貸
す
る
は
前
述
の
場
合
と
同
一
に
し
て
、頗
る
實
行
に
値
す
る

3

の
あ
る

.
可
し
。

S

主

杧

る

企

業

家

S

亦
、公

團

體

舣

其

使

用

人

に

對

す

る

炉

如

く

_

々
其
麗
傭
せ
る
勞
働
者 

の

爲

め

に

住

居

又

は

宿

泊

所

を

供
與

し
、蹄

々

一

洚

條

件

を

附

し

て

其

所

有

權

を

附

與
す

る

^
 

如一き

.

一

種
の
幸

 

一

g

增

進

的

設

備

に

出

づ

る

こ

と

あ

6

。

良
好
な
る
結
果
を
馓
す
こ
と
少
な
か 

ら

次

る

可

し

と

雖

S

斯

る

住

居

供

給

策

は

往

々

に

し

て

勞

働

者

の

移

動

の

自

由

を

拘

束

し

、叉

.
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住

思

問

題

勞
銀
戰
に
際
し
て
、屢
々
勞
働
者
に
多
大
な
る
輝
白

}

を

に
滕
に
或
は
協
定
の
如
何
に
依

6

て
は
不
知
不

1

の

の
.結
弟
を
生
ず
る
こ
と
な
き
を
保
せ
岁
。
完
全
な
る 

し
得

.ざ

る
な
,
6
0

六
5

1

加
ふ
る
の
手
段

〜

-

せ
ら
る
、
虞
あ
る

t
 

間
に
大
に
其
所
有
權
を
蹂
躏
せ
ら
る
、
 

住
届
供
給
策
と
し
て
は
未
だ
俄
に
首
肯

に 建 る で  

實 築 を 私 

養 供 目 人  

以 給 的 の  

下 を i 建 
の 計 せ 築  

代 _ 卞 企  

慣 す "〖I 業 
に る 々 家  
て i 單 に  
住 の に 對  

居 な 無 .す 

を る 資 る
有
力

產
者 事 

供
給

公
益
的
國
體
名
亦
公
圓
體
並
に
麗
傭
主
と
相
喷
ん 

な
る
競
爭
者
な

i

公
益
的
建
築
事
蘂
は
利
潤
を
得 

附
級
の
住
届
狀
態
改

，M

の
み
を

主
眼
と
し

て
.

住
届
の 

業
本
來
の

_

盖

し

、
I

善
事

s

f

る
於
故

“

ff
l

/

i

n

h
の

。
養

貸

料

t

投
入
資
本
に
對
す
る
普
通
正
•常
の
利
子
と
其
他 

“

種
々
m

A

言

2

と
し
て

1

s

t

計
る

I

f

す
I

?

。

i

l

述
の

f

 

5

1

1

の
住
居
供
給

4

し
く
雷
一

I

 

道 
i

± #
u

"

f

 

I

 階 
i

l

f

l

 
一
 

I

S

I

に
風

I

f

 

s

f

酎
酌
し
て
適

f

小
f

 

I

s

給
す

m
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i

l™

 

j

i

g言 
一-
s

f

i

i

i

i

i

i

l

i

s

i

l

l

l

l

l

i

l

j

i

i

l

i

i

幸
福
增
進
の
見
地
よ

6

し
て
其
管
理
經
營
を
爲
し
、決
し
て
負

.

«

料
の
增
徵
に
よ

6
. V

利
聘
を 

獲
得
せ

ん
、と

す
る

が

*
き
こ

i

無
き
の
み
な
ら

1"
、叉

濫

に
不
法
の
契
約
解
除
を

H
旦
告
す
る

C
 

と
な
き
の
風
あ

6

P

其
結
果
届
住
人
の
届
住
關
係
を
圆
滿
愉
快
な
ら
し
め
て
怜

$

設
備
完
全 

な
る
自
家
所
有
の
住
居
に
在
る
の
感
あ
ら
し
む
る
一
大
特
色
あ
る
を
常
る
す
。
唯
々

'
此
住
居 

供
給
組
織
は
未
だ
充
分

U
.

一
 

般
に
普
及
發
達
せ
ろ
と
は
云

.
ふ
こ
と
能
は
す
、從
て
住
届
供
給
.上 

直
接

1

與
ふ
る
影
響
は
決
し
て
大
な
る
名
の
あ
る
な
し
と
雖
名
、住
居
の
供
給

#

理
、®
用

等

に 

關
し
、一
般
に
爲
し
得
可
き
模
範

'
を
示
し
て
、住
届
市
場
の
上
に
一
.種
有
益
な
る
戣
果
を
及
ぼ
す 

點
は
決
：し
て
輕
覦
す
可
か
ら

^

る
名
の
な

6

。.

利
潤
.
の
獲
•
得
を
主
眼
と
せ

^

し
て
專
ら
公

.
益
.的
見
地
よ

6

住
届
の
建

«

.管

稈

經

營
を

計

る 

此
種
の
公
益
的
團
體
中
、現
今
最

^

>
.重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
名
の
は
營
利
，及
經
濟
組
八
ロ
卽
ち 

所
爾
產
業
組
合
の
原
理
原
則
と
す
る
所
に
準
據
し
て
設
立
せ
ら
れ

*

る
組
合
な

6

。
換
言
す 

れ
ば
組
合
員
各
自
の
需
喪
に
應
★
可
き
住
届
を
建
築
供
給
す
る
を
主
眼
目
的
と
せ

る

所
謂

®

築

組
合
な

6

と
す
。

勿

論

此
«

の
住
屌
供
給
は
必
卞
し

S

組
合
.
的
組
織
に
據
る
を
要
せ
岁

#

. 

式
會
社
其
他
■.何
^

の
.
法
人
.
組
織
に
依
る
名
敢

.
て
不
可
な
し
と
雖
，名
、組
合
な
る
組
織
は
其
'經
營
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«
f
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K
l
r
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住

''-
居

間

題

w 

六こ四

„ 

y

事
？

營

f

 

m

の
に
f

し

V
、

共
同
的

.行
f

依
▲

貪

各
自
の
住 

f

琴

る

欲

f

f

f

充
分

S

足
せ
し
ひ
る
を
主
眼

i

f

の
な
る
こ
急
最 

J

f

表
示
す
る
将

5

る
を
以
て
、通
例
多
く
此
の
形
式
に
依
る
の

U

み
。

L

“

當
今

|

供
f

 

f

多
く
用
ひ

f

、
s

f

し
て
此
組
合
組
織
に
し

i

视
赋
課

. 

の
減
免
备
幾
多
の
國
家
的
保
護
特
恵
を
享
受
し
つ
、
ぁ
る
を
見
る

。

~

 

,

熟
i

l

事
I

•

馨

s

f

 

S

す
る

5

事
l

i

組
合

5

小
額
な
る 

4

持
f

 

I

し 

5

?

建
f

 

S

I

I

と

U

ロ
5

違

s

f

 

て
S

S

實
S

し
、大
多
數
の 

も
合
に

5

は
S

H

事
完
成
の
曉
に
至
つ

S

め
て
龃
合
本
來
の

事
務
活
動
は

開
始

せ
ら

ろ
、
？

 

1

涵

住

5

鈕
合

|

|

爲
め

£

5

ら
4

ぞ

之

な

|

合
ニ

事

例

其

建

藥

の

償

却

5

て
|

?

赋
金
の
納
入
！

？

し

は
.

依
々

5

f

 
S

管

f

 

5

t

、®

s

2

所
有
權

は
i

自
ら

f

保
有
し
龃
合
員
其
他
の
賃
借
人
に
之

I

I

る
を

f

す
る
の
且

f

 

J

に
非

t

何
れ
に

i

ょ
f

の
紐
管

.依
占
て
供
給

I

れ
t

住
居
の
賃

P

.

31

濫
に
契
約
を
解
除
し
て
立
退
を
侖

t

る
が
如
き
こ

.
と
5

き
は 

認
め
ら
る
、
所

^

る
な

6

。.

.

に
は
斯
る
著
大

.な
る
.效
益
の

•
附
隨
す
る
名
の
あ
る
に
？
拘
は
ら 

し
く
普
及
發
達
せ
る
？
の
無
き

«

何
ぞ
や
。

他
な
し
。

管
理
經 

の
多
大
の
智
慮
と
敏
腕
と
を
必
要
と
す
る
$
の
あ
る
と
共
に
斯 

る
建
築
事
業
に
取

6

て
最

g

必
要
な
る
資
金
の
不
充
分
な
る
を
兔
れ
次
る
と
卽
ち
其
主
因

^
 

る
な

6

。
然
れ
ば
適
鲎
な
る
建
築
信
用
供
給
の
機
關
を
設
け
て
資
金
の
供
給
を
潤

澤

便

利
な 

ら
し
め
、此
資
金
の
供
給
に
依
纟
て
善
良
な
る
住
届
を
建
築
費
の
利
子
其
他
の
實
費
に
相
當
す 

る
に
過
ぎ

^

る
賃
貸
料
に
て
之
を
組
合
員
に
賃
貸
し
、肯

B

空
屋
ぁ
れ
ば
更

1C

進
ん
で
組
合
員 

外
の
者
に
デ
賃
貸
し
、叉
は
月
赋
若
し
く
は

年

賦
拂
の
方

法

に
依

6

實

費

代

價

に

て

組

合

-*
*

に 

之
を
寶
渡
す
と
い
ふ
建
築
組
合
本
來
の

H

的
作
用
を
充
分
に
發
揮
遂
行
せ
し
む
る
に
努
む
る 

は
住
居
問
題
の
解
決
上
颇
る
望
咬
し
き
措
置
と

■云
は

^

る
可
ら
；

K

歐
米
に
於
け
る
幾
多
の 

，公
設
機
關
、貯
.菩

銀
行
、
勞

働
保
險
機
關
等

&

此
種
の
公
益
的
建
築

團

體

の
®

檠

經

營
に
屬
す
る 

由
展
建

*

物
に
對
し

<

殆
ど
其
價
.格
の
三
分
の
ニ
乃
至
四
分
の
三
に
相
當
す
る
£
額
の
貸
付

決
し
‘
て
引
上
げ
を
爲
さ
岁
叉 

其
一
大
特
色
一
大
效
益
と
し 

公
益
.的
組
合
の
建
檠
事
業 

支
、各
國
何
れ
に
於
て

g

甚
だ 

.營
困
難
に
し
て
局
に
當
る
者 

る
建
築
事
業
に
取

6

て
最

名 

る
な

6

。
然
れ
ば
適
當
な
る 

ら
し
め
、此
資
金
の
供
給
に
依 

る
に

過

ぎ

^

る
賃
貸
料
に
て 

外
の
者
に

S

賃
貸
し
、叉
は
月



:

往 

f

l!
I

J

題 

i

 

.

を
.
然
か
：？
異

常

の

低

率

な

る

利

息

に

て

與

へ

つ

、
ぁ

る
^

如
上
の
見
解
に
出
で
杧
る
方
策

i

f
pv
'

む
可
く
當
今
盛
に
唱
道
せ
ら
る
、
彼
の
債
券
發
行
に
依

6

て
資
金
を
得
て
、之
を
此
楗
の
建

築
事

*

の
爲
'め
に
融
通
せ
ん

i

す
る
建
築
銀
行
の
設
立
間
題
の
如
き

S

亦
同
一
の
要
求
に
出 

^
fc

る

の

に

1̂

な
ら

^

る
な

A
V
O

.

六

翻
つ

<

我
か

B

の
現
狀
を
觀
る
に
、最
近
十
數
年
間
に
於
け
る
急
速
な
る
經
濟
的
發
達
の
結 

果
と
し
て
人
口
か

S

市
に
移
住
集
中
す
る
の
倾
向
は
頗
る
顯
著
と
な

6

、住
居
費
の
騰
貴
と
之 

に
伴
ふ
幾
多
の
弊
害
爲
、に
叉
漸
く
其
萠
芽
を
現
甘
る
？
の

^

i

加
ふ
る
に
最
近
一
雨
年
邊 

に
於
け
る
急
激
な
る
物
價

M

貴
の
結
果
下
層
社
會
の
生
活
は
益
々
困
難
と
爲
ろ
、住
居
費
の

P
 

き
は
已
に
寧
ろ
之
を
緊
縮
す
る
の

S

已
む
可
ら

f

の
事
情
ぁ
る
趨
勢
な
る
を
以
て
彼
等 

の
住
届
は
日
々
益
々
懸
念
に
堪
へ
次
る
不
良
の
狀
態
に
陷
ら
ん
と
す
る

^

狀
勢
ぁ

6

。
單
に 

社
會
的
道
德
的
見
地
ょ
ろ

.

し
て
住
届
改

a

策
の
必
要
ぁ
る
の
み
な
ら
す
、叉
最
近
に
於
け
る
生 

活
問
題
解
決
の
直
接
手
段
と
し

V

名
低
廉
な
る
佳

S

供
給

U

ら
し
む
る
の
必
要
必 

る
'は
，明

な

ん

或

は

ニ

三

の

大

工

場

大

商

店

等

に

於

て

其

の

所
*

勞

働

者

使
1

A

等
の
爲
石

33

に
社
宅
及
ぴ
寄
宿
舍
等
を
建
築
し
、低
廉
に
し
て
設
備

?)

充

分

な

る

住

所

を

其

從

.業
員
に
供
紿 

す
る
と
云
ふ
幸
福
進
渉

的

設
備
に
出
づ
る
«
の

あ
6

と
雖

名
、
施
設
方
策
其

®

し
き
を
得
次

;£
> 

爲

U

滕

U
'

或
は
却
つ
て
該
住
居
の
供
紛
を
受
く
る

g

の
を
し
て
不
滿
不
便
を
感
せ
し
む
る
名

の
あ
る
の
み
な
ら
梦
、斯
種
制
度
の
未
だ
充
分
に
普
及
發
達
せ
次
る
の
結
果
、斯
る
：住
居
の
供
給 

を
受
く
る

^>

の
は
通
例
極
め
て
小

數
な
る

一
部
の
勞
働
者
叉
は
使
用
人
に
限
ら
る
、
の
狀
あ 

る
を
免
れ

デ
、
從
て

ft

居
改
，
M

上
に
於
け
る
其
効
果
呔
未
だ
多
大
な
る

g

の
あ
6

と
云
ふ
を
得 

•ず
。
叉
公
團
體
の
住
居
供
給
は
例
令
ば
東
京
■市
に
於
け
る
市
營
賃
貸
長
屋
の
如
く
衛
生
上
道 

德
上
弊
害
の
生
す
石
懸
念
な
き
低
廉
な
る
住
居
を
建
築
し
て
之
を
賃
貸
す

る

S

の
、
il

近
往
 々

に
し
て
之
あ
と
雖

名
、
其
供
給
杧
る
や
需
要
の
强
大
な
る
に
比
し
て
•極
め
て
微
少
に
し
て
殆 

ど
云
ふ
に
足
ら
次
る
の
有
欉
な

6

。
其
他
國
家
於
其
使
用
人
の
爲
め
に
官
舎
を
建
築
支
給
す 

る
は
國
有
鐵
道
地
か
官
等
の
場

.合
に
*
々
其
例
を
見
る
所
な
れ
ど
名
其
の
範
圍
は
叉
甚
だ
狹 

少
な
る
の
恨
な
き
能
は
ず
？
住
居
供
給
策
と
し
て
最
？
效
果
多
く
且
つ
有
望
な
る
公
益
的
建 

築
事
業
に

.
至
6
 V

は
未
だ
全
く
其
例
を
見
^
、建
集
事
業
は
今
や
殆
ど
全
く
私
人
資
本
家
の

手 

に
委
せ
ら
れ
届
る
が
如
き
有
欉
な

6

。：
從
つ
て
良
好
な
る
住
居
の
供
給
は
勢
ひ
不
充
分
且
つ

住

居

問

題

. 

六ニ七



3

不
規
則
に
し
て
、常

1C

投
機
的
性
質
を
帶
び
、資
本
家
の
狡
猾
と

.
貪
慾
と
は
建
築
事
業
並
に

|[
;

晝 

に
就
き
て

何

等

一
定
せ
.る
主
義
方
針
な
く
、漫

然

拱

手

傍

觀

し
て

之
を
私
人
の
.射

利

心
i

自
然 

の
趨
勢
と
に
委
し
て
施

■設
畫

策
す
る
所
な
き
都
市

當
局
者

の
無
.昝
無
責

任
i

相
俟
ち
て
益
 々

住
届

狀
態
_

の
改
良

- #

*に
其
供
給
需
要

Q
.

適
<

ロ
を
.固

難

不
可
能
な
ら
し
む
る
に
军

I

纟
。

^
地 

! c
a

a

す

る

政

策

と

し

て

は

數

年

前

市

街

宅

、地

法

を

制

定

し
て

所
謂

地
震

寶
買
の
弊
害
を

防
止 

.し

雞

戴

事

業

の

保
護
獎
勵

に
.
資
す
る
所
あ

6

れ
ど

S

、然
か
名
此
種
の

.
法
律
把
る
多
少
宅

^
: 

の
投
機
的
寶
買
を
防

.
ぐ
の
效
果
は
扣
る
可
き

3

決
し
て
充
分
に
宅
地
の
寶
賈
ょ

6

生
少
る

If 

•種
の
弊
害
を
除
去
す
る

S

の
と
は
云
ふ
と
を

.
得
次
る
な

6

。
宅
地
の
供
給
不
充
分
叉
は
其
投 

機
的
寶
買
ょ

6

生
す

る

弊
害
を
除
去
せ

ん
と
欲
せ
ば
都
市
は
定
し
く
先
.づ
一
定
の
建

^

，
畫 

を
確
立
し
住
届
の
利
用
方
法
を
監
督
し
、究
全
な
る
賃
贷
法
を
制
定
す
る

と
同
塒
に
一
卞
に
於 

て
は

努
め
て
交
通
機
關
の
發
達
を

計
6

叉
墓
地
の
盤
理
、土
地
僧
加
稅
の

«

課
等
の
.行
政
的
手 

段
に
依

6

、寺
院
は
市
內
に
廣
大
な
る
墓
地
を
所
有
し
、富
豪
輩
が

都
市
.の
中
心
地
に
宏
大
な
る 

邸
宅
庭
園
等
を
構
べ
て
著
し
く
宅
地
の
供
給
を
減
少
せ
し
め
、其
結
果
と
し
て
地
代
の
騰
貴

i
 

住
届
賛
貸
料
卽
ち
住
居
费
の
膨
脹
と
ヒ
致

3

し
む
.

る
其
弊
害
の
刈

除
に
努
め
次
る
可
ら
梦
。

35

甍
し
交
通
機
關
の
發
達
は
或
る
程
度
ま
で
市
街
地
の
獨
占
的
性
質
を
緩
和
し

y

宅
地
.の供
汾 

を
增
加
す
る
の
實
を
現
す
可
く
、土
地
增
價
稅
の
赋
課
は
或
る
種
の
方
策
に
ょ

6

て
其
負

I

於
 

賃
借
人
に
轉
嫁
せ
ち
る
、
其
轉
嫁
を
妨
害
す
る
に
於
て
は
、富
豪
の
邸
宅
庭
園
.の
縮
少
を
誘

$
 

し
て
住
居
建
築
用
地
の
供
給
を
增
加
す
好

く
、墓

地
の
#
理
之
と
同
一
の
效
果
あ
る
可
け 

れ
ぱ
な

•侬
是
觀
之
、我
が
國
に
.於
け
る
住
届
問
題
の
完
全
な
る
解
決
の
爲
に
は
遂
行
に
努
む
可
き
幾 

多
の
方
策
の
存
す
る
名
の
あ
る
を
知
る
可
し
。
近

#

生
活
難
の
聲
高

.
く
、而
し
て
之
に
對
す
る 

學
者
經
世
家
の
說
を
聞
く
に
何
れ
名
皆
其
原
因
を
物
價
の
騰
貴

.
に
歸
し
、獨

6

此
の
物
賈

if

貴 

の
防
止
の
み
に
依

6

<

生

活

問

題

の

解

決

を

見

る

|:
-
得
る
於
如
く
說
く
は
吾
人
の
頗
る
賛
成 

し
難
登
所
な

6

。
，赖
近
の
生
活
難
は
日
常
用
品
の
ー
般
的
騰
貴
並
に
食
料
品
殊
に
米
價
の
急 

激
な
る
騰
貴
に
原
因
す

.る
と
同
時
に
、叉
住
居
費
用
の

.
膨
脹
に
名
原
因
す
る
名

.

Q

な
み
0

從
つ 

て
暄
し
き
生
活
問
題
解
決
の
上
よ

6

觀
る

$

低
廉
な
る
住
届
供
給
を
目
的
主
眼
と
す
る
住
居 

政
策
を
確
立
し

.て
其
一
肋

^

ら
し
む
る
の
要
あ
る
は
言
ふ
を
俟

tt

玄
。
.■
吾
人
は
卽
ち
如
上
の

住

居

問

题
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■

住

炻

li
o

M

s

o

見
地
よ

6

し
て
深
く
識
者
の
住
届
問
題
の
研
究
解
決
に
努
め
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
名
の 

な
6

0

37

商
人
の
意
義
に
關
す
る
立
法
主
義

.

松

滞

添

治

I 

.

商
人

(
M
e
r
c
a
t
o
r
,

 

K
a
u
f
m
s
n
,

 

c
o
m
m
e
r
g
a
n
t
,

 

c
o
m
s
e
r
c
i
a
n
t
e
)

の
法
律
上
の
意
義
は
古
來
、幾
變
«
を
經 

て
來
杧
の
で
あ
る
又
各
國
法
の
定
む
る
商
人
の
範
圍
は

®

に
之
を
定
む
る
.主
義
に
於
て
後
に 

揭
ぐ
る
が
加
き
差
異
あ
る
の
み
な
ら
ず
，其
同
主

^

の
諸
國
法
に
就

s

 

y

之
を
看
る
名
甚
區

E
 

に
し
て
■一
 

定
し
て
届
ら
な
い
の
で
あ
る
是
等
の
沿
革
及
び
比
較
法
制
の
詳
細
を
叙
述
す
る
は 

本
稿
の
目
的
で
は
な

S

本
稿
に
於
て
は
商
人
の
.意
義
に
關
す
る
各
種
立
法
主
義
の
大
體
を
述 

ベ
之
が
間
の
優
劣
を
論
匕
て
み
把
い
と
思
ふ
而
し
て
豫
め
玆
に
一
言
す
べ
き
こ
と
^
あ
る
余 

は
冗
來
熱
心
な
ゐ
民
商
ニ
法
統
一
論
者
で
あ
つ
て
商
法
典
の
獨
立
を
否
認
せ
ん
こ
と
を
主
張 

す
る
名
の
で
あ
る

(

法
學
志
林

 

一
ニ
卷
ー
號
、四

-號
所
載
拙
稿
參
照

)

若
し
泚
說
に
從
つ
て
民
商
ニ 

法
を
統
一
し
て

一

個
の
私
法
典
を
編
制
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
商
法
の
適
用
範
圈
を
定
む
る
爲 

め
に
商
人
の
意
義
を
定
む
る
の
必
要

.な
く
從
.つ
て
法
律
上
商
人
な
る
名
の
を
認
む
る
の
必
要 

.

商
人
の
意
莪
に
關
す
る
立
法
主
義
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